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出し食道粘膜傷害を肉眼的・組織学的に評価し組織サイトカイン濃度 tumor necrosis factor-α（TNF-）、
interleukin-1 beta（IL-1）、interleukin-10（IL-1）、macrophage inhibitory factor (MIF)）を測定した。さらに雄





投与によって雌 RE+OVX ラットは雌 RE ラットに比し食道粘膜傷害が有意に増悪した。雄 RE モデルならびに
雌 RE+OVX ラットに対するレプチン投与群では、TNF-、IL-1が有意に上昇を認めた。レプチン投与した






エストロゲンの両者による相乗効果によって IL-10 を誘導した可能性が考えられ、ヒト肥満者での GERD に
おける男性優位性に関与していることが示唆された。 
 
